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群 青 の 風　第22号

　

日
頃
よ
り
同
窓
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ご
承
知
の
よ
う
に
本
学
は
国
際
医
学
総

合
技
術
学
院
を
1
9
7
3
年
に
開
校
し
て
以

来
、
1
万
人
を
超
え
る
臨
床
検
査
技
師
、
診
療

放
射
線
技
師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
助
産
師
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
4
月
に
は
薬

学
部
を
創
設
し
て「
地
域
医
療
」に
貢
献
す
る
岐

阜
県
唯
一
の
医
療
総
合
大
学
と
し
て
飛
躍
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
に
同
窓
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
本
来
の
同
窓
会
活
動
が
で

き
て
い
な
い
の
で
は
、
と
思
い
な
が
ら
の
2
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
状
況
に
お
い

て
、
会
員
諸
氏
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
会
報
・

会
員
名
簿
の
更
新
、
同
窓
会
開
催
へ
の
助
成
、

国
家
試
験
会
場
で
の
副
食
の
配
給
、
卒
業
記
念

品
の
授
与
、
記
念
事
業
へ
の
参
画
、
本
学
図
書

館
へ
の
図
書
の
寄
贈
等
な
ど
、
今
ま
で
行
っ
て

き
た
活
動
を
着
実
に
実
行
し
、
そ
し
て
更
に
、

同
窓
会
の
目
的
で
あ
る「
会
員
の
親
睦
を
図
り
、

併
せ
て
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
に
繋

が
る
新
し
い
取
り
組
み
も
、
同
窓
生
並
び
に
関

係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
積
極
的
に
行
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
技
術
は
、
人
が
造
る
な
り
、
故
に
、
技
術

者
た
る
前
に
よ
き
人
間
た
れ
。」こ
の
建
学
の
精

神
を
、
こ
れ
か
ら
も
胸
に
刻
み
、
本
学
創
立
50

周
年
に
向
け
て
、
同
窓
会
員
が
さ
ら
に
つ
な
が

り
を
広
め
、
絆
を
深
め
、
志
高
く
同
窓
会
を
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
同
窓
会
に
対
す
る
今
後
共
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
同
窓
生

諸
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念

し
て
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学
同
窓
会

役
員
に
任
命
さ
れ
た
大
Ｒ
8
期
生
の
山
田

真
由
美
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
岐
阜
県
の

中
部
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
ま

す
。
働
き
始
め
て
6
年
目
と
な
り
後
輩
の

指
導
を
任
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

私
が
勤
務
し
て
い
る
中
部
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
は
令
和
4
年
1
月
に
新
築
移
転
し

ま
し
た
。
新
病
院
で
の
新
し
い
体
制
の
始

ま
り
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
全
員
が
初
め

て
の
こ
と
で
大
変
で
し
た
が
、
約
1
年
が

経
過
し
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
役
員
の
仕
事
も
初
め
て
の
こ
と

な
の
で
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
役
員

の
方
々
に
手
助
け
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
今
後
の
母
校
の
発
展
と
同
窓
会
の
充
実

な
ど
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

題字／岐阜医療科学大学 学長 山岡一清様

第 22 号
令和4年12月12日

発  行
岐阜医療科学大学 同窓会

任
役
員
あ
い
さ
つ

新

山田  真由美

同窓会子女入学準備金給付制度を活用した同窓生の声
　大学は学費以外にも、教科書や白衣など入学当時は費用が掛かる為、今回の同
窓会子女入学準備金はとても感謝しております。準備金がある事で子供も少しで
も経済的負担を低減する為、岐阜医療科学大学を受験し、入学を決めてくれまし
た。このような支援活動が今後も継続されることを期待しております。

会長

畦元  将吾
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2
0
2
2
年
10
月
28
日（
金
）可
児
キ
ャ
ン

パ
ス
、
29
日（
土
）関
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
第
17

回 

岐
療
祭
」
を
開
催
！
一
昨
年
、
昨
年
と
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
が
、
今
年
度
は
3
年

ぶ
り
の
対
面
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
経
験
し
て
、
新
し
い
も
の
を
創
り
出
し

た
い
と
い
う
学
生
の
思
い
か
ら
、
今
年
の
岐

療
祭
テ
ー
マ
は「
創
造
」と
な
り
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
秋
晴
れ
の
中
、
可
児
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
・
自
治
会
ラ
イ
ブ
・

野
外
シ
ネ
マ
・
謎
解
き
ゲ
ー
ム
。
関
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ（
あ
ば
れ
る
君
、

に
ゃ
ん
こ
ス
タ
ー
）、軽
音
ラ
イ
ブ
、ダ
ン
ス
、

ビ
ン
ゴ
大
会
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
対
面
で
の
学
祭

を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
学
生
が
多
く
、
学

生
自
身
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
も
参
加

す
る
姿
が
見
ら
れ
、
楽
し
い
岐
療
祭
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
面
で
の

岐
療
祭
が
開
催
!!

　

本
年
度
4
月
に
開
設
し
た
「
超
音
波
検
査

教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
を
記
念
し

て
、
9
月
3
日（
土
）に
「
超
音
波
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
関
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
健

科
学
部
内
に
設
置
し
、
臨
床
検
査
学
科
と
放

射
線
技
術
学
科
の
学
生
と
教
員
が
お
互
い
の

職
業
領
域
を
超
え
て
、
超
音
波
検
査
を
学
ぶ

機
会
を
よ
り
多
く
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
開
設
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

山
岡
一
清
学
長
の
挨
拶
の
後
に
、
西
出
裕

子
セ
ン
タ
ー
長
の
基
調
講
演
や
特
別
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
流

儀
」「
大
学
に
求
め
ら
れ
る
超
音
波
教
育
」
の

テ
ー
マ
で
、
臨
床
検
査
技
師
や
診
療
放
射
線

技
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
医
療
現
場
の

先
生
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
中
心
に
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
関
係
の
先

生
方（
臨
床
検
査
技
師
10
名
、
診
療
放
射
線
技
師
32
名
、
メ
ー
カ
4
名
）計
46

名
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
床
検
査
学
科
と
放
射
線
技
術
学
科
の
4

年
生
1
3
2
名
が
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
情
報
の
交
換
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
、
同
窓
会
会
長
の
畦
元
将
吾
か
ら
も
挨
拶
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

超
音
波
検
査
を
テ
ー
マ
に
大
変
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
ま
し
た
。

超
音
波
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

2年ぶり
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令和3年度　事 業 報 告
会　　　議

7月役員会
　令和3年7月8日19時〜
　母校 同窓会室　出席5名、委任状8名

報告事項
1．令和3年度幹事会の結果について

審議事項
1．令和3年度群青の風発行について
2．母校創立50周年記念事業への同窓会の協力・支

援について
3．ホームページリニューアル費用について
4．Web会議マイクの購入について
5．大学から卒業生へのアンケート調査協力について

9月役員会
　令和3年9月9日19時〜
　母校 同窓会室 ZOOM　出席9名、委任状4名

報告事項
1．令和3年度群青の風発行について
2．母校創立50周年記念事業への同窓会の協力・支

援について
3．会議用マイクの購入報告について

審議事項
1．同窓会ホームページ掲載内容について

11月役員会
　令和3年11月11日19時〜
　母校 同窓会室 ZOOM　出席6名、委任状5名

報告事項
1．令和3年度群青の風発行の進捗について
2．令和3年度予算案に基づく定期預金への預け入れ

について
3．同窓会名簿管理業者の情報共有

審議事項
1．母校創立50周年記念事業について
2．同窓会事務局の業務補助について
3．GUMS学術フォーラムについて

1月役員会
　令和4年1月13日19時〜
　母校 同窓会室 ZOOM　出席8名、委任状3名

報告事項
1．令和3年度群青の風発行の進捗について
2．名簿のアップデートについて

審議事項
1．令和3年度国家試験時の副食配付事業について
2．令和3年度卒業・修了記念品配布事業について
3．診療放射線技師告示研修に使用する物品の一時

保管について

3月役員会
　令和4年3月10日19時〜
　母校 同窓会室 ZOOM　出席6名、委任状5名

報告事項
1．同窓会子女入学準備金申請報告について
2．ホームページの掲載について
3．令和3年度国家試験時の副食配布事業について

審議事項
1．同窓会子女入学準備金の申請手続きについて
2．図書の助成への支払いについて
3．卒業式祝電について
4．創立50周年記念事業費の拠出について

4月役員会
　令和4年4月20日19時〜
　母校 同窓会室 ZOOM　出席8名、委任状2名

報告事項
1．令和3年度学位授与式祝辞について
2．令和4年度入学式祝辞について
3．卒業記念品配布について
4．令和3年度学位授与式同窓会祝電について
5．令和4年度入学式祝電について

審議事項
1．令和3年度決算・令和4年度予算（案）について
2．令和4年度事業計画（案）について
3．令和4年度図書助成について
4．令和4・5年度役員について
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活　　　動

1．会報「群青の風」第21号　
令和3年12月8日（水）　7,980通投函
群青の風冊子等郵送、及び返送会報のデータ化。
1,122,572円

2．母校への寄贈図書
図書館の充実を図るために助成した。選書ツアー
を定期的に開催し、各学科の学生により選書が行
われている。449,274円

3．国家試験会場での副食配付
コロナ禍の影響により全学科460円（手数料含む
と500円）のクオカードの支給となった。内訳は
345枚（M95枚、R112枚、N121枚、助産17枚）であっ
た。137,500円

4．卒業生へ卒業記念品の贈呈について
「岐阜医療科学大学同窓会」と名入れした関の名産
品『ハサミおよび爪切り』を贈呈した。
内訳は314個（M87個、R84個、N121個、NW17個、
MHM5個）であった。221,760円

5．慶弔
　祝電3件、弔電0件。6,490円

6．会員データのクリーンアップ

総括
令和3年度は、昨年度同様にコロナ禍の影響により
活動の中止や制限がありましたが、できる範囲にて
活動できたのではないかと思います。また新たな同
窓会子女入学準備金給付についても運用にむけて議
論を進めることができました。

項目 令和3年度予算 備考 令和3年度決算 備考 令和4年度予算 備考

収
入
の
部

繰
越
金

手持現金 718,562 718,562 493,718 

普通預金 5,994,044 5,994,044 3,720,561 

定期預金 16,000,000 16,000,000 20,000,000 

会　　費 3,885,000 15,000円×259名 3,930,000 15,000円×262名 3,885,000 15,000円×259名

雑 収 入 0 0 0 

寄 付 金 0 0 0 

定期利息 2,000 1,357 2,000 

普通利息 50 56 50 

合　　計 26,599,656 26,644,019 28,101,329 

支
出
の
部

活 動 費 1,000,000 HP更新・学術フォーラム・
研修会・名簿管理等 275,440 HP更新・学術フォーラム・

研修会・名簿管理等 800,000 HP更新・学術フォーラム・
研修会・名簿管理等

会 議 費 100,000 68,110 100,000 

交 通 費 150,000 32,500 100,000 

慶 弔 費 30,000 6,490 20,000 

通 信 費 1,200,000 群青の風発行 1,125,776 群青の風発行 1,200,000 群青の風発行

備 品 費 50,000 23,650 50,000 

消耗品費 50,000 33,970 50,000 

助 成 費 900,000 829,734 書籍、副食配付等 1,600,000 書 籍、 副 食 配 付、
入学準備金給付

特 別 費 150,000 34,070 2,000,000 50周年事業準備

渉 外 費 50,000 0 50,000 

予 備 費 100,000 0 100,000 

手持現金 319,656 493,718 150,000 

普通預金 2,500,000 3,720,561 1,881,329 

定期預金 20,000,000 20,000,000 20,000,000 

合　　計 26,599,656 26,644,019 28,101,329 

令和3年度決算報告・令和4年度予算報告
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令和 4 年 度 事 業 計 画
令和4年度はCOVID-19の状況を考慮しながら以下の事業を実施する予定です。

1．会報「群青の風」第22号の発行
2．同窓会開催への助成
3．同窓会子女入学準備金給付制度の運用
4．会員データのクリーンアップ
5．ホームページリニューアル
6．入学式・卒業式への祝電ならびに会員の慶弔電報
7．国家試験時の副食配付
8．卒業記念品の贈呈

  9．図書館への書籍寄贈
10．定例役員・幹事会・代議員会の開催
11．第8回GUMS学術フォーラムの共催
12．岐阜医療科学大学祭（岐療祭）の協力・支援
　　　　・岐療祭パンフレットへの広告
　　　　・卒業生と語る会の開催
13．その他

岐
阜
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
子
女
入
学
準
備
金
給
付
規
程（
新
規
事
業
）

（
趣　

旨
）

第
1
条　

こ
の
規
程
は
、
定
款
第
4
条
に
規
定
す
る

事
業
の
う
ち
、
⑶
⑷
の
各
号
の
岐
阜
医
療
科
学
大

学
へ
の
協
力
、
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必

要
な
事
項
に
基
づ
き
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学
・
大

学
院（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）に
入
学
す
る
学
生

（
科
目
履
修
生
、
研
究
生
は
除
く
）に
対
し
支
給
す

る
同
窓
会
子
女
入
学
準
備
金（
以
下
「
準
備
金
」
と

い
う
。）に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
目　

的
）

第
2
条　

準
備
金
は
、
同
窓
会
正
会
員
の
子
女
の
入

学
に
関
す
る
経
済
的
負
担
を
低
減
す
る
こ
と
に
よ

り
、
同
窓
会
子
女
の
本
学
へ
の
就
学
支
援
を
目
的

と
す
る
。

（
準
備
金
の
名
称
）

第
3
条　

準
備
金
の
名
称
は
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学

同
窓
会
子
女
入
学
準
備
金
と
す
る
。

（
給
付
要
件
）

第
4
条　

次
の
各
号
を
満
た
す
者
の
う
ち
、
本
人
の

申
請
に
基
づ
き
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
役

員
会
に
て
選
考
の
上
、
決
す
る
。

⑴
本
学
同
窓
会
正
会
員
の
子
女
で
あ
る
こ
と
。

⑵
本
学
が
設
置
す
る
大
学
院
・
学
部
・
専
攻
科

に
新
た
に
入
学
す
る
子
女
で
あ
る
こ
と
。

⑶
本
学
同
窓
会
正
会
員
又
は
そ
の
配
偶
者
が
当

該
子
女
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
。

⑷
給
付
回
数
は
子
女
1
名
に
つ
き
一
度
ま
で
と

す
る
。

（
準
備
金
の
額
）

第
5
条　

採
用
者
1
名
に
つ
き
10
万
円
と
す
る
。
た

だ
し
、
採
用
者
が
6
名
以
上
の
場
合
は
、
減
額
し

て
支
給
す
る
。

（
申
請
手
続
）

第
6
条　

準
備
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
学

後
2
週
間
ま
で
に
、
準
備
金
申
請
願
に
本
会
が
必

要
と
す
る
書
類
を
添
え
、
本
会
会
長
宛
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

（
準
備
金
の
返
還
）

第
7
条　

準
備
金
は
、
返
還
を
要
し
な
い
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

⑴
虚
偽
の
申
請
に
よ
り
準
備
金
を
給
付
さ
れ
た

場
合
。

⑵
入
学
年
度
に
退
学
し
た
場
合
。

（
事　

務
）

第
8
条　

準
備
金
に
関
す
る
事
務
手
続
き
は
、
同
窓

会
事
務
局
に
お
い
て
行
う
。

（
そ
の
他
）

第
9
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
10
条　

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
岐
阜
医
療
科
学
大

学
同
窓
会
役
員
会
の
議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附　

則
1　

こ
の
規
程
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
す
る
。
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第
1
章
　
総
　
則

第
1
条　

本
会
は
岐
阜
医
療
科
学
大
学（
旧
岐

阜
医
療
技
術
短
期
大
学
、
旧
国
際
医
学
総
合

技
術
学
院
）同
窓
会
と
称
す
る
。

第
2
条　

本
会
は
事
務
局
を
岐
阜
医
療
科
学
大

学
内
に
置
く
。

第
3
条　

本
会
は
会
員
の
親
睦
を
図
り
、
併
せ

て
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

第
4
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る

為
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

1
．
印
刷
物
等
の
発
行

2
．
会
員
相
互
の
親
睦
の
事
業

3
．
岐
阜
医
療
科
学
大
学
へ
の
協
力

4
．
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要

な
事
項

　
第
2
章
　
会
　
員

第
5
条　

本
会
は
次
の
会
員
で
組
織
す
る
。

1
．
正
会
員　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
卒
業

生
お
よ
び
専
攻
科
卒
業
生

 

岐
阜
医
療
技
術
短
期
大
学
卒
業
生
お

よ
び
専
攻
科
卒
業
生

 

国
際
医
学
総
合
技
術
学
院
卒
業
生

2
．
準
会
員　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
在
学

生
お
よ
び
専
攻
科
在
学
生

3
．
賛
助
会
員　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
職

員

第
6
条　

正
会
員
は
、
第
5
条
1
号
で
あ
っ
て
、

所
定
の
会
費
を
納
め
た
者
と
す
る
。

第
7
条　

正
会
員
は
住
所
、
勤
務
先
等
を
変
更

し
た
場
合
は
本
会
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
8
条　

正
会
員
は
会
費
の
返
還
を
要
求
す
る

る
。
役
員
は
役
員
会
に
お
い
て
会
員

の
中
よ
り
選
出
す
る
。

3
．
2
年
毎
の
3
月
に
役
員
選
出
の
お
知

ら
せ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

4
．
役
員
に
立
候
補
ま
た
は
推
薦
立
候
補

す
る
者
は
、
第
3
項
に
定
め
た
、
お

知
ら
せ
の
掲
載
の
方
法
に
よ
っ
て
本

会
事
務
局
に
提
出
す
る
。

　
第
4
章
　
幹
　
事

第
16
条　

本
会
は
幹
事
を
若
干
名
置
き
会
長
が

会
員
よ
り
委
嘱
す
る
。

第
17
条　

幹
事
の
任
務
は
卒
業
生
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
。

第
18
条　

幹
事
の
任
期
は
2
年
と
し
、
再
任
は

妨
げ
な
い
。

　
第
5
章
　
代
議
員

第
19
条　

本
会
は
代
議
員
を
各
学
科
、
各
回
生

に
若
干
名
置
く
。

第
20
条　

代
議
員
の
任
務
は
各
学
科
、
各
回
生

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
。

第
21
条　

代
議
員
の
任
期
は
各
学
科
、
各
回
生

の
後
任
が
決
定
す
る
ま
で
と
す
る
。

　

尚
、
変
更
あ
る
場
合
は
本
会
に
届
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
第
6
章
　
会
　
議

（
種　

別
）

第
22
条　

会
議
は
総
会
、
代
議
員
会
、
幹
事
会
、

役
員
会
お
よ
び
役
員
会
と
す
る
。

（
総　

会
）

第
23
条　

総
会
は
必
要
と
認
め
た
時
、
会
長
が

こ
れ
を
開
く
。

第
24
条　

正
会
員
の
3
分
の
1
以
上
か
ら
会
議

の
目
的
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
る
開
催
の
要

請
が
あ
る
時
、
会
長
は
そ
の
要
請
の
あ
っ
た

日
か
ら
10
日
以
内
に
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
25
条　

総
会
の
議
長
は
、
出
席
会
員
の
中
よ

り
選
出
す
る
。

（
代
議
員
会
）

第
26
条　

代
議
員
会
は
定
例
代
議
員
会
と
臨
時

代
議
員
会
と
す
る
。

第
27
条　

定
例
代
議
員
会
は
2
年
に
1
度
開
き
、

会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
10
日
前
に

書
面
に
て
代
議
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
28
条　

臨
時
代
議
員
会
は
会
務
の
処
理
上
必

要
と
認
め
た
時
、
会
長
が
こ
れ
を
開
く
。

第
29
条　

代
議
員
の
2
分
の
1
以
上
か
ら
会
議

の
目
的
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
る
開
催
の
要

請
が
あ
る
時
、
会
長
は
そ
の
要
請
の
あ
っ
た

日
か
ら
10
日
以
内
に
代
議
員
会
を
開
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
30
条　

代
議
員
会
は
構
成
員
の
過
半
数
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

　

但
し
、
止
む
を
得
ず
出
席
出
来
な
い
場
合
に

は
、
委
任
状
を
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
31
条　

代
議
員
会
の
議
長
は
、
出
席
会
員
の

中
よ
り
選
出
す
る
。

（
幹
事
会
）

第
32
条　

幹
事
会
は
本
会
の
最
高
決
議
機
関
で

あ
る
。

第
33
条　

幹
事
会
は
役
員
・
幹
事
お
よ
び
事
務

局
長
に
て
構
成
す
る
。

第
34
条　

幹
事
会
は
会
長
が
召
集
す
る
。

第
35
条　

幹
事
の
2
分
の
1
以
上
か
ら
会
議
の

目
的
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
る
開
催
の
要
請

が
あ
る
時
、
会
長
は
そ
の
要
請
の
あ
っ
た
日

か
ら
10
日
以
内
に
幹
事
会
を
開
か
な
け
れ
ば

事
が
で
き
な
い
。

　
第
3
章
　
役
員
お
よ
び
職
員

第
9
条　

本
会
は
次
の
役
員
を
置
き
、
そ
の
選

出
は
次
の
通
り
と
す
る
。

1
．
会
長　

 

1
名　

正
会
員
よ
り
選
出
す
る
。

2
．
副
会
長 

2
名　
　
　
　

〃

3
．
会
計　

 

1
名　
　
　
　

〃

4
．
監
査　

 

3
名　
　
　
　

〃

5
．
書
記 

若
干
名　
　
　
　

〃

6
．
広
報 

若
干
名　
　
　
　

〃

第
10
条　

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

1
．
会
長　

本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統

轄
す
る
。

2
．
副
会
長　

会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事

故
あ
る
時
は
こ
れ
に
代
わ
る
。

3
．
会
計　

本
会
の
経
理
全
般
を
行
う
。

4
．
監
査　

本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

5
．
書
記　

本
会
の
議
事
録
全
般
を
行
う
。

6
．
広
報　

本
会
の
広
報
全
般
を
行
う
。

第
11
条　

役
員
の
任
期
は
2
年
と
し
、
再
任
は

妨
げ
な
い
。

第
12
条　

本
会
は
名
誉
会
長
を
置
き
、
会
長
が

学
長
に
委
嘱
す
る
。

第
13
条　

本
会
は
顧
問
を
若
干
名
置
き
、
会
長

が
会
員
よ
り
委
嘱
す
る
。

第
14
条　

本
会
に
事
務
局
を
設
け
、
事
務
局
長

1
名
お
よ
び
事
務
局
員
を
若
干
名
置
き
、
会

長
が
会
員
よ
り
委
嘱
す
る
。

第
15
条　

役
員
選
出
は
次
の
通
り
と
す
る
。

1
．
会
長
及
び
副
会
長
は
役
員
会
で
選
考

し
、
幹
事
会
で
承
認
す
る
。

2
．
会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
役
員
は
、

会
長
が
委
任
し
、
幹
事
会
が
承
認
す

岐
阜
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
会
則
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同
窓
会
助
成
金
運
用
規
程

な
ら
な
い
。

第
36
条　

幹
事
会
は
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

1
．
会
則
の
変
更
、
改
正
に
関
す
る
件

1
．
決
算
お
よ
び
予
算
に
関
す
る
件

1
．
役
員
の
選
挙
・
選
出
に
関
す
る
件

1
．
総
会
附
議
原
案
に
関
す
る
件

1
．
会
則
な
ら
び
に
細
則
に
関
す
る
件

1
．
表
彰
、
慶
弔
に
関
す
る
件

1
．
そ
の
他
幹
事
会
で
必
要
と
認
め
た
事

項

第
37
条　

幹
事
会
は
構
成
員
の
過
半
数
を
も
っ

て
成
立
し
、
出
席
役
員
お
よ
び
出
席
構
成
員

の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
。

第
38
条　

幹
事
会
の
議
長
は
、
出
席
会
員
の
中

よ
り
選
出
す
る
。

（
役
員
会
）

第
39
条　

役
員
会
は
本
会
の
最
高
執
行
機
関
で

あ
る
。

第
40
条　

役
員
会
は
役
員
お
よ
び
事
務
局
長
に

て
構
成
す
る
。

第
41
条　

役
員
会
は
会
長
が
召
集
す
る
。

第
42
条　

役
員
の
2
分
の
1
以
上
か
ら
会
議
の

目
的
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
る
開
催
の
要
請

が
あ
る
時
、
会
長
は
そ
の
要
請
の
あ
っ
た
日

か
ら
10
日
以
内
に
役
員
会
を
開
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
43
条　

役
員
会
は
構
成
員
の
過
半
数
を
も
っ

て
成
立
し
、
出
席
構
成
員
の
過
半
数
を
も
っ

て
決
す
る
。

第
44
条　

役
員
会
の
議
長
は
、
出
席
会
員
の
中

よ
り
選
出
す
る
。

　

第
7
章
　
資
産
・
会
計

第
45
条　

本
会
の
経
費
は
次
の
収
入
を
も
っ
て

充
て
る
。

1
．
会
費

（
目　

的
）

第
1
条　

こ
の
規
程
は
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学

同
窓
会（
以
下
同
窓
会
と
い
う
）会
則
第
4
条

第
2
号
並
び
に
第
4
号
に
基
づ
き
、
本
同
窓

会
助
成
金
運
用
規
程
に
て
ら
し
助
成
金
運
用

を
図
る
。

（
適
応
範
囲
）

第
2
条　

会
員
相
互
の
親
睦
事
業
が
有
意
義
に
、

ま
た
、
友
好
に
活
動
で
き
る
よ
う
助
成
を
し
、

適
応
範
囲
に
つ
い
て
は
以
下
の
項
目
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。

1
．
卒
業
科
・
卒
業
回
生
が
同
じ
で
あ
る

こ
と（
卒
業
科
・
卒
業
回
生
の
重
複

は
可
能
）

2
．
都
道
府
県
・
市
区
町
村
単
位
で
あ
る

こ
と（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
重

複
は
可
能
）

3
．
前
記
1
．
2
．
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
参
加
枠
の
外
れ
た
同
窓
生
の
参

加
も
可
能

4
．
申
請
に
よ
り
同
窓
会
役
員
会
若
し
く

は
幹
事
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の

※
各
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
よ
い

（
義
務
・
助
成
支
出
条
件
）

第
3
条　

助
成
金
の
支
出
に
あ
た
り
以
下
の
も

の
を
提
出
す
る
こ
と
。

1
．
参
加
者
の
卒
業
学
校
・
卒
業
回
生
・

氏
名
・
所
属
先
・
住
所

2
．
全
員
で
写
っ
た
写
真

3
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌
に
載
せ
る

原
稿

4
．
そ
の
他
、
同
窓
会
事
務
局
か
ら
お
願

い
し
た
も
の

（
助
成
範
囲
）

第
4
条　

適
応
範
囲
・
第
2
条
の
詳
細
と
し
て

助
成
範
囲
を
以
下
の
も
の
と
す
る
。

1
．
参
加
募
集
数
に
対
し
1
割
以
上
の
参

加
の
場
合

2
．
参
加
人
数
が
最
低
10
人
以
上
の
場
合

（
ク
ラ
ス
単
位
は
2
割
の
出
席
）

3
．
同
一
事
業
で
助
成
で
き
る
の
は
年
度

に
付
き
1
回
ま
で
と
す
る

4
．
会
員
参
加
者
の
中
の
施
設
数
は
8
カ

所
以
上
と
す
る

5
．
申
請
に
よ
り
同
窓
会
役
員
会
若
し
く

は
幹
事
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の

（
助
成
金
）

第
5
条　

助
成
金
は
以
下
の
も
の
と
す
る
。

1
．
参
加
募
集
通
信
費
実
費（
葉
書
・
封

書
等
に
関
わ
る
実
費
）を
助
成
す
る
。

参
加
者
に
お
い
て
は
1
人
に
つ
き
、

金
1
，0
0
0
円
助
成
す
る

2
．
卒
業
生
の
定
年
対
象
年
又
は
定
年
後

1
回
に
限
り
助
成
金
を
2
，0
0
0

円
と
す
る

3
．
そ
の
他
の
活
動
の
場
合
、
同
窓
会
役

員
会
若
し
く
は
幹
事
会
に
て
決
定
を

す
る

（
雑　

則
）

第
6
条　

こ
の
規
程
の
定
め
る
も
の
の
ほ
か
の

特
別
な
事
由
が
生
じ
た
時
は
、
役
員
・
幹
事

会
で
協
議
決
定
を
す
る
。

第
7
条　

こ
の
規
程
は
幹
事
会
の
議
決
を
経
な

け
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附
則 

こ
の
規
程
は
平
成
22
年
4
月
1
日
よ
り

施
行
す
る

附
則 

こ
の
規
程
は
平
成
27
年
5
月
28
日
よ
り

施
行
す
る

1
．
寄
付
金

1
．
利
息

1
．
そ
の
他

第
46
条　

会
費
は
会
員
1
名
に
つ
き

　

1
5
，0
0
0
円
と
し
終
身
会
費
と
す
る
。

第
47
条　

会
計
年
度
は
毎
年
4
月
1
日
に
始
ま

り
、
翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

第
48
条　

本
会
の
予
算
お
よ
び
決
算
は
、
会
計

監
査
を
経
て
定
例
代
議
員
会
に
お
い
て
報
告

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
8
章
　
表
彰
お
よ
び
慶
弔

第
49
条　

本
会
に
功
績
の
あ
っ
た
者
は
表
彰
す

る
こ
と
が
あ
る
。

第
50
条　

慶
弔
に
関
し
て
は
幹
事
会
に
よ
っ
て

定
め
る
。

附
則　

こ
の
会
則
は
、
昭
和
60
年
4
月
1
日
よ

り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
平
成
2
年
4
月
1

日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
平
成
5
年
4
月
1

日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
平
成
12
年
4
月
1

日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
平
成
20
年
6
月
20

日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
平
成
21
年
6
月
13

日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
令
和
2
年
3
月
1

日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
改
正
会
則
は
、
令
和
2
年
7
月
25

日
よ
り
施
行
す
る
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
日

本
に
感
染
拡
大
し
、
3
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

り
、
不
便
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
生

活
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
感
じ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
皆
様
は
、
医

療
従
事
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

も
多
く
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
対
応
が

求
め
ら
れ
、
今
も
な
お
最
前
線
で
苦
労

し
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
次
年

度
に
母
校
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
同
窓
会
も
、
母
校
の
50
周
年
記
念

事
業
に
共
催
し
、
感
染
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
多

い
ご
時
勢
で
す
が
、
母
校
の
卒
業
生
と

し
て
社
会
や
情
勢
に
変
動
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
目
の
前
の
相
手
と
真
剣
に
関
わ

り
合
う
こ
と
が
、
母
校
の
建
学
の
精
神

に
あ
る
「
技
術
者
た
る
前
に
よ
き
人
間

た
れ
」
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。
少
し
で
も「
よ
き
人
間
」

に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

（
福
澤
）

　 役員 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 卒業年 勤務先

重任 会　長 畦元　将吾 ｱｾﾞﾓﾄ ｼｮｳｺﾞ 国R4 衆議院議員

重任
副会長

福澤　大樹 ﾌｸｻﾞﾜ ﾀｲｷ 短N15 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任 乙訓　貴之 ｵﾄｸﾆ ﾀｶﾕｷ 短M22 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任 会　計 杉浦　明弘 ｽｷﾞｳﾗ ｱｷﾋﾛ 短R18 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任
書　記

西田　知弘 ﾆｼﾀﾞ ﾄﾓﾋﾛ 短R12 JA岐阜厚生連東濃中部医療センター　東濃厚生病院

重任 上平　公子 ｶﾐﾋﾗ ｷﾐｺ 短N2 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任

監　査

奥田　大輔 ｵｸﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ 短R12 郡上市民病院

重任 中山　章文 ﾅｶﾔﾏ ｱｷﾌﾐ 国M7 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任 野末　波輝 ﾉｽﾞｴ ﾅﾐｷ 大N5 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任

広　報

松野　俊一 ﾏﾂﾉ ﾄｼｶｽﾞ 国R4 たかはし整形外科

重任 南　　武志 ﾐﾅﾐ ﾀｹｼ 短M18 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

新任 山田真由美 ﾔﾏﾀﾞ ﾏﾕﾐ 大R8 社会医療法人厚生会　中部国際医療センター

重任 若林　愛弥 ﾜｶﾊﾞﾔｼ ﾒｸﾞﾐ 大N5 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

重任 事務局 杉浦　明弘 ｽｷﾞｳﾗ ｱｷﾋﾛ 短R18 学校法人神野学園　岐阜医療科学大学

令和4・5年度役員名簿

同窓会会員情報の変更について
ご住所に変更等がございましたら本同窓会ホームページ、
もしくはQRコードを読み取って頂き、ご変更にご協力ください。
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